
保育園自己評価表 2017年度 園名　　 まぁむベイビィズ　相模大野

保育目標の達成 職員間の連携 地域とのコミュニケーション

この評価のつけ方：

ロビーファイブ内に所在しているという事もあり、クリ
スマスにはサンタクロースに扮した管理会社のスタッ
フと交流を持つことが出来た。
またハロウィンや子どもの日のこいのぼりなど季節
に応じたイベントの飾りなどに触れることが出来た。

園庭がないので、近隣の公園での外遊びが中心に
なり、他園の園児や地域の方々と触れ合う機会も多
かった。

消防署の見学
様々な種類の消防車をはじめ、救急車の内部や防
火服など見ることが出来た。

０歳児：状況を見極めながら連携を取ることが出来た
が、しっかりと確認する意も含め、もう少し声を掛け
合っても良かったと思う。（時間差のある職員同士で
相互の時間帯の様子を伝達し合うなど）
連絡帳の記入やその他の雑務などの時間の配分を
工夫し、園児の様子や状態に合わせ、子どもに寄り
添う時間を多く取れるようにさらに配慮していきた
い。

1歳児：必要な事はその都度、丁寧に伝えあい、一人
の職員だけが知っているという事がないように周知
を心掛けた。
日々の活動内容や園児の状況など、相談・確認し合
い認識のずれがないように話し合った。

2歳児：細目に連絡を取り合い、円滑に保育を進める
ことが出来た
制作準備・提案や片付けなど分担に少し偏りがあっ
たように感じるため、来年度は話し合いや必要に応
じて分担表など用いて進めていきたいと思う。

全体：お互いに得意分野を生かし、助け合いながら
保育にあたることが出来ていた。保育研修に参加
し、全体への報告をし、知識や技術を共有していくこ
とで個々の意識も高めることが出来た。来年度以降
も個々に苦手な事にも挑戦しながら、園全体のスキ
ルを上げていきたいと思う。

〇家庭での生活を大切にしながら、健康的で安全・安心な環境を作り、安定
した生活リズムを築いていく
〇安心出来る保育者との応答的な関わりの中で、情緒の安定を図りながら
信頼関係を築いていく
〇個々の発達、発育状態に応じて、離乳の完了や歩行の安定、言語発達
への意欲を育む
０歳児：連絡帳を活用し、「家庭⇔保育園」で一連の生活リズムが築けるよう
にした。必要に応じ、個別で口頭で対応し、相互で協力し合えるようにするこ
とで信頼関係もしっかりと築くことができた。
発達、発育の個人差が大きかったので個別に見合った保育を心掛けた。
離乳食の進め方が少し遅めになってしまったので、次年度は個々の状態を
しっかりと把握し、適切な時期に適切な対応が出来るようにしていきたい。
言葉への興味が出てきた時期に絵本を繰り返し導入したしたことにより、発
語が著しく増え、お喋りを楽しむことが出来た。声掛けだけでなく、絵本の導
入を早めていこうと思う。

〇安心できる保育者との関係の下で生活や遊びに興味を持ち、基本的生
活習慣を身につけていく
〇色々な経験を通して語彙を増やし、自分の思いや気持ちを表したり、言葉
のやりとりをしたりして楽しむ
〇他児への関心が芽生え、友達と関わって見立て遊びや自摸地遊びを楽し
む（イメージの共有）
１歳児：気の合う友達を見つけ関わりを持ち遊ぶ事が出来た。保育者や友
だちとの会話のやりとりが増えた。自分自身の身の回りのことに興味を持
ち、自分から意欲的に行えるようになった。
「静から動」など活動の変わり目で気持ちを切り替えられず走り回ってしまっ
たりすることがあった。分かりやすい声掛けや手本を示しながら、見通しを
持って行動できるよう促していきたいと思う。

〇家庭的な雰囲気の中で、自分の思いや欲求を満たしながら安心して過ご
す
〇保育者に見守られながら、身の回りのことを自分でしようとする
〇生活や遊びなど様々な経験を通して、語彙を増やし、自分の思いや気持
ちを表したり、言葉でのコミュニケーションを楽しむ
〇全身を使う遊び、手や指先を使った遊びを喜んでやろうとする
2歳児：当初は言葉よりも手が出てしまう子どもの姿が多く見られ、トラブル
に発展してしまう事が多かったが、徐々に言葉も増え、自分の気持ちを伝え
られるようになることで解決出来るようになってきた。
戸外では大型遊具を使用し遊んだり、追いかけっこなど伸び伸びと体を動
かすことが出来ていた。来年度は簡単なルールのある遊びも取り入れ増や
していきたい。

今年度は担当制だった為、各担当ごとに話し合い、書面にまとめて施設長に提出。


